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１．緒言 
 月経は，身体の成熟にともなって思春期の 2
次性徴の一つとして，女性のみに発現する生殖

を目的とした身体生理的機能である．女性は約

35~40 年間にわたり，人生の主要なライフステ

ージで月経と付き合うことになる．ところが，

月経についての印象について，否定的が 7 割，

肯定的が 2 割，中立が 1 割という結果が出て

いる．２）特に，11~16 歳の思春期年齢だけを

見ると，半数以上が否定的な印象である．また，

このことは体育の授業にも大きく関わってお

り,月経中の体調不良や，月経になっているこ

と自体を理由に授業を見学，または欠席する生

徒もいる．月経への最初の印象がその後の意識

に大きく関わってくる．月経とどのように付き

合っていけば良いか，女性として重要な問題だ

と考えられる．本研究では，月経についての否

定的観点の原因を調べ，どうすれば肯定的な印

象をもち，日常生活でうまく月経と付き合って

いけるのか，男女の月経に対する意識調査から

明らかにすることを目的とした． 
２．研究方法 
対象：Ｂ大学 スポーツ専攻の学生 

女子：97 名，男子：171 名，計 268 名 
方法：月経についての質問紙アンケート調査 
３．結果と考察 
 男女ともに月経に対してのイメージは，大変，

面倒，辛いと否定的なとらえ方をしている者が

ほとんどであった(図 1)．その原因として，主

に①学校での月経教育，②家族の理解および関

心，③本人の体調管理が挙げられた．また，月

経や性の話について恥ずかしいこととしてタ

ブー視するという社会的背景も関わっている

と考えられる． 
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図 1：月経に対するイメージ 
４．結論 
①学校では男女ともに月経についてのメカ

ニズムや対処法,月経時の身体活動に対する指

導などの月経教育や性教育を徹底しなければ

ならない．②家庭でも経時に肯定的な言葉がけ

をするとともに，初経時に隠さず，大いに祝福

することが大切だと考えられる．③本人の体調

管理では，月経周期や月経中の身体症状につい

て把握し，自分自身で月経をコントロールする

ことが大切だと考えられる．  
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